
 

6月 6日（木曜日）モリメイトフィールドの整備いろいろ 
【参加者；浦野、越智宏、梶川、木谷、芝田美、杉、鈴木哲、鈴木明、中、濱田            10名 

 

水分補給のためひと休憩。花菖蒲園を訪れてくれる人を見な

がら「花菖蒲きれいに咲いたね。」「嬉しいね。」「やりがいも

あるね」とこの日は花菖蒲で会話が弾んでいた。 

6月 13日（木曜日）公園内を散策・花菖蒲の花柄摘み 
【参加者：池本、浦野、越智宏、梶川、木谷、芝田美、杉、鈴木哲、鈴木明、中            10名】 

６月の公園内を散策。スイレン池では赤と

白のスイレンがちょうど見ごろを迎えてい

た。その次は、トンボ池に行きハッチョウト

ンボを探す。黄色い小さなトンボを発見。メ

スと思っていたが、後で調べると羽化したばかりのハッチョウトンボのオス

であることが分かった。最後に昨年咲いていた場所にササユリを探しに行っ

たが今年は見ることができなかった。しかし、近くに生れたばかりの根生葉

があったのでうまくいけば 7～８年後には咲いてくれるはずである。ここで

咲いているのがササユリにとっては一番いいのだが、心無い人が手折った

り、シカに食べられたりして森林公園内ではほとんど見られなくなってしま

った。１か所、薄紅色のササユリが３輪咲いているところがあったので絶や

さないように見守っていきたい。 

花菖蒲の半分ぐらいが咲き終わったので、花柄摘みをした。まだつ

ぼみもあるのであと１週間ぐらいは楽しませてくれそうである。 
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草刈り 枯れマツの除伐 杉檜の林の小道作り 

カブトムシの森の前の遊歩道沿いにモリメイト掲示板を設置して 2 か月半。

散策の足を止めて読んでくれる人が増えてきました。モリメイト日記（活動日に

公園内で見つけたことなど）は毎週、モリメイト通信とどっちがどっち（２者択一ク

イズ）は毎月更新していきますので、この前を通ったときは目を通してください。 

モリメイト募集 

興味のある人読んでください 



６月２０日（木曜日） 汗をぬぐいながらクヌギの植樹地の草刈り 

【参加者；浦野、越智宏、梶川、木谷、芝田美、鈴木哲、鈴木明                    計 7名】  

 サブコテージを左に見る遊歩道にネムノキの大樹がある。空を覆いつくす

ように薄紅色の花を咲かせていた。心を和ませてくれる優しい花である。 

 クヌギの植樹地１号から９号までそれぞれ分かれて草刈りを行った。でき

る限り日陰を選び、水分を取りながら行ったが、梅雨入り間近という蒸し暑

い日で流れる汗を拭きながらの草刈りであった。何とか植樹地を一通り刈り

終えることができた。 

 その後、杉檜の林を散

策しながら７月１５日の

イベントで使用するヒノ

キ３本を選びテープを巻

いておいた。 

 

クヌギの植樹１号地で草刈りを

しているときにクヌギの木でノ

コギリクワガタを発見。数年前

からこの場所でよく見かけるよ

うになった。 

 

6月 27日（木曜日） オオムラサキが飛び交うのを夢見てエノキを植樹 

【参加者；浦野、越智宏、梶川、木谷、芝田美、鈴木哲、鈴木明、中、濱田        計 10名】 

 公園で育てたエノキの苗木６本をモリメイトフィールドのクヌギの森の近くに植樹した。 

エノキの葉は、オオムラサキの幼虫が好んで食べることで知られている。オオムラサキは人と

森とが深く関わり合っている里山のクヌギやコナラの雑木林に好んで棲んでいる。オオムラサキ

はエノキで生まれ、幼虫時代にはエノキの葉を食べ、蝶になるとクヌギの樹液を吸って生き、ま

た、エノキに卵を産み、そしてエノキの近くで死んでいく。エノキとクヌギの雑木林は国蝶オオ

ムラサキにとって生命の源である。植樹をしながら、エノキが成長して、このモリメイトフィー

ルドのクヌギの森でオオムラサキが飛び交う日が来るのを思い描いていた。 

   2週間ほどきれいな花を咲かせ

て楽しませてくれたハナショウブ

の花も終わりである。株を太らせ

来年もたくさんの花を咲かせてく

れるように花柄摘みをした。 

 

モリメイト会議 

・７月１５日に行う、子ども達体験倶楽部の体験活

動の内容・準備などにについて 

・保安林内間伐届書について 

・緑化推進協会補助金事業の資金計画について 

オオムラサキ  

オス 約 10㎝ 

メス 約 12cm 


